
（2026/04/01様式）
（組織対応型連携契約に基づく共同研究又はマネジメント実施を希望する共同研究）


共同研究等内容変更申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk169249876][bookmark: _Hlk169250588]２０●●年●月●日


　国立大学法人九州大学
大学院○○研究院長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　東京都○区○○○○―○○○○
機関名　〇〇〇〇株式会社
代表者名　取締役社長　〇〇　〇〇　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




次の共同研究の実施に際し、変更する必要が生じましたので、別紙のとおり申請します。
























（別紙）

研究題目：〇〇〇〇〇〇
研究期間：〇年〇月〇日～〇年〇月〇日
契約締結日：〇年〇月〇日

上記契約内容について、下記のとおり変更する。




（別添）	Comment by 産連: 以下の記入例を削除し、原契約（変更契約がある場合は
変更契約）の（別添）「共同研究計画書」を全部貼り付け、

【変更】 の場合
変更内容を黒字で記載し、変更箇所に下線を付してく
ださい
※記入例は明確に例示するため、赤字で記載しています
【削除】 の場合
該当箇所に、取り消し線を付してください

	甲
	国立大学法人九州大学

	乙
	〇〇〇〇株式会社記入例 （変更が下記内容の場合）
・研究期間を1年延長し研究経費を増額
・（乙）の研究代表者を変更


	１．研究題目
	○○○○に関する研究

	２．研究内容
	※（甲）（乙）の研究内容・役割について、具体的に記載下さい。
【研究の全体内容】
[bookmark: _GoBack]○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
【研究分担内容・役割（甲）】
△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△
【研究分担内容・役割（乙）】
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

	３．研究期間
	２０ＸＸ年　　月　　日　～　２０ＸＸ年　Y月　　Y日

	４．研究担当者等
(所属・職名・氏名)
※印：研究代表者
○印：民間等共同研究員
	区分
	氏名
	所属
	職名

	
	九州大学
(甲)
	【研究担当者】
※九大 太郎
伊都 花子

【研究協力者】
天神 次郎
	
大学院〇〇研究院 大学院〇〇研究院 

大学院〇〇学府
	
教授 
助教 


大学院生

	
	民間機関等(乙)
	【研究担当者】 
※鈴木 一郎 
（20XX年Y月Y日まで） 
※佐藤 三郎 
（20XX年X月X日から） 
田中 次郎 
【研究協力者】
	
研究開発本部 
 
研究開発本部 
 
研究開発本部

	
主任研究員 
 
主任研究員 
 
研究員


	５．研究経費等（金額はすべて消費税込み／年度をまたぐ場合には年度毎に記入）

	納付方法
	■総計額一括納付　  □年度ごと分割納付　　□年度内複数回払い

	（西暦）２０ＸＸ年度

	区分
	内訳（例）
	金額（円）

	直接経費
	1) 人件費
	学術研究員1人 （雇用予定期間○○年4月～○○年3月）
	〇〇〇〇

	
	2) 旅費
	東京１泊２日○回
	〇〇〇〇

	
	3) 備品費
	○○分析装置一式 ○○円 （○○年10月頃購入予定）
	〇〇〇〇

	
	4) 消耗品費
	試薬一式 保存用メモリ○個 ほか
	〇〇〇〇

	
	5) その他
	施設使用料、光熱水料、機器使用料等
	〇〇〇〇

	
	6) 共同研究員費
	〇〇〇〇： 〇〇〇〇円（30,000円×〇か月） （期間：〇〇年〇月～〇〇年〇月）
	〇〇〇〇

	直接経費　合計 a
	〇〇〇〇

	知的貢献費 b
	○○ 〇〇教授：○○円
○○ 〇〇准教授：○○円
○○ 〇〇講師：○○円
○○ 〇〇助教：○○円
	〇〇〇〇

	間接経費 c=c1+c2
	〇〇〇〇

	
	c1 = (a+b)×30%以上
	〇〇〇〇

	
	c2 = マネジメント経費（マネジメントを希望する場合のみ計上）
	〇〇〇〇

	研究経費等　小計a+b+c
	〇〇〇〇〇〇

	（西暦）２０ＸＸ年度

	区分
	内訳（例）
	金額（円）

	直接経費
	1) 人件費
	学術研究員1人 （雇用予定期間○○年4月～○○年3月）
	○○○○

	
	2) 旅費
	東京１泊２日×○回
	○○○○

	
	3) 備品費
	○○分析装置一式 ○○円 （○○年10月頃購入予定）
	○○○

	
	4) 消耗品費
	試薬一式 保存用メモリ○個 ほか
	○○○○

	
	5) その他
	施設使用料、光熱水料、機器使用料等
	○○○○

	
	6) 共同研究員費
	〇〇〇〇： 〇〇〇〇円（30,000円×〇か月） （期間：〇〇年〇月～〇〇年〇月）
	○○○○

	直接経費　合計 a
	○○○○○○

	知的貢献費1)  b 
	○○ 〇〇教授：○○円
○○ 〇〇准教授：○○円
○○ 〇〇講師：○○円
○○ 〇〇助教：○○円
	○○○○○

	間接経費 c=c1+c2
	○○○○○

	
	c1 = (a+b)×30%以上
	○○○○○

	
	c2 = マネジメント経費（マネジメントを希望する場合のみ計上）
	○○○○○

	研究経費等　小計a+b+c
	○○○○○○○

	研究経費等　総計
	○○○○○○○○

	６．研究経費等の支払期限
	■甲の請求書発行日から起算して３０日以内（当該期限の最終日が土、日又は祝日に該当する場合はその前営業日までとする。）【九大基本ルール】
□甲の請求書発行日から起算して（　　　）日以内
□その他（例．甲の請求書発行日が属する月の月末締め翌月１５日払い　）

	
	請求書の発送方法
	■メール
□郵送
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７．研究実施場所
	甲：九州大学大学院○○研究院○○部門
乙：○○株式会社○○研究室

	８．提供物品
	名称
	型番
	数量

	
	○○装置
	ABC-123
	一式

	９．研究代表者の連絡先
	甲
	属：大学院〇〇研究院 
職 名：教授 
氏 名：九大 太郎
	ＴＥＬ：092-000-0000 
メール：xx@xx.kyushu-u.ac.jp  

	
	乙
	所 属：研究開発本部 
職 名：主任研究員 
氏 名：鈴木 一郎
	ＴＥＬ：03-000-0000 
メール：xx@xx.co.jp

	１０．秘密保持義務の有効期間
	
○○○○ ○○年

	１１．研究成果公表の通知期間
	
○○○○ ○○年

	１２．特記事項
	
○○○○○○ 
○○○○○○○○○

	1) 知的貢献費は、企業等の皆様との共同研究において、本学研究者（本学と雇用関係のある教員。特定プロジェクト教員、特命教授、学術研究員（特任教授等）は対象外。）が培ってきた研究基盤（専門知識や技能等）の価値の対価※としていただく費目です。知的貢献費の額は、本学研究者の専門知識や技能等を勘案し、本学研究者との協議により決定いただきます。お支払いいただいた知的貢献費は、当該研究を実施する本学の研究者に配分され、研究室の研究環境改善や本人の処遇改善に充当する等、幅広く活用させていただきます。
※「知的貢献費」には、本学がすでに保有している知的財産権及び共同研究の実施により創出される発明の知的財産権の価値は含まれません。








下記表は削除せず、増額がある場合は金額を入力してください。複数年延長する場合は適宜記載欄を追記してください。
（増額分）
	（西暦）年度
	直接経費
	円

	
	知的貢献費
	円

	
	間接経費
	円

	
	合計
	円

	申請の確認事項
	・知的貢献費を計上している者が、申請機関の役員を兼業していないかの確認
□兼業していない　　□知的貢献費の計上者なし
※申請機関の役員を兼業している者は、知的貢献費の計上は不可



	九州大学
部局担当者記入欄
	該当箇所にチェック(☑)を記入してください。
　□変更契約前の経費入金状況（入金日　　年　　月　　日）
　□今回申請の変更契約締結後に経費入金　　　□その他（　　　　　　）
原契約の管理番号（AK　　　　　　　　）
































（契約手続きに際して必要としますので、事務担当者の住所等を下記に記入して、提出願います。）
事　務　連　絡　先


○共同研究相手先機関

	住　所	〒○○○-○○○○
	
　　　　　　　　　　　
	会社名	○○○○株式会社

	担当部課係	○○○○

	事務担当者氏名	　○○　○○

	電　話	○○○-○○○-○○○○

	E-mail	　○○○○○○







